
聖霊降臨後第１０主日特祷（特定15） 

 

永遠にいます全能の神よ、キリストによってあなたは御自身の栄光を国々に明らかにされ

ました。人間ははかないものであり、あなたに頼らなければ倒れてしまうほかありません。

全世界の人々が、自らの弱さを知り、いつくしみに満ちた御業を深く心に留め、あなたに

寄り頼み生きることができますように。父と聖霊とともに一体の神であって、世々に生き

すべてを治めておられる私たちの救い主、イエス・キリストのとりなしによってお願いい

たします。アーメン 

 

旧約聖書 エレミヤ２３章２３－２９節 

 

23:22 もし、彼らが私の会議に立っていたなら、私の民に私の言葉を聞かせ、彼らを悪

の道から、その悪行から、立ち帰らせたであろうに。23 私は近くにいる神なのか――主

の仰せ。遠くにいる神ではないのか。24 人がひそかな所に身を隠したなら、私には見え

ないとでも言うのか――主の仰せ。天をも地をも、私は満たしているではないか、――主

の仰せ。25 私の名で偽りを預言する預言者たちが、「私は夢を見た、私は夢を見た」と

言うのを、私は聞いた。26 偽りを預言する預言者たちの心に、いつまで偽りがあるのだ

ろうか。彼らは自分の心の欺きを預言する者だ。27 彼らの先祖がバアルのゆえに私の名

を忘れたように、彼らは互いに自分の夢を語って、私の民に私の名を忘れさせようともく

ろんでいるのだ。28 夢を見た預言者は夢を語るがよい。私の言葉を受けた者は私の言葉

を真実をもって語らなければならない。わらと穀物に何の関わりがあろうか――主の仰せ。

29 このように、私の言葉は火のようではないか、――主の仰せ。また、岩を打ち砕く槌

のようではないか。30 それゆえ、私は互いに私の言葉を盗み合う預言者たちに立ち向か

う――主の仰せ。 

 

詩 編 第８２編 

 

1 神は神の集いの中に立ち‖ 神々の間で裁きを下される 

2 「あなたがたはいつまで不正に裁き‖ 悪しき者におもねるのか 

3 弱い人やみなしごのために裁き‖ 苦しむ人や乏しい人を義とせよ 

4 弱い人や貧しい人を救い‖ 悪しき者の手から助け出せ。」 

5 彼らは知らず、悟らず、闇の中をさまよう‖ 地の基はことごとく揺らいでいる 

6 私は言った「あなたがたは神々‖ あなたがたは皆、いと高き方の子 

7 しかし、あなたがたは人間のように死に‖ 高官の一人のように倒れる。」 

8 神よ、立ち上がり、地を裁いてください‖ あなたはすべての国民をご自分のものと



されます 

 

使徒書 へブライへの手紙１１章２９節～１２章２節  

 

11:29 信仰によって、人々は乾いた陸地を通るように紅海を渡りました。同じことを試

みたエジプト人たちは、海に?み込まれてしまいました。30 信仰によって、エリコの城壁

は、人々が周りを七日間回ると、崩れ落ちました。31 信仰によって、遊女ラハブは、偵

察に来た者たちを穏やかに迎え入れたので、不従順な者たちと一緒に滅びることはありま

せんでした。32 これ以上、何を話しましょう。ギデオン、バラク、サムソン、エフタ、

ダビデ、サムエル、また預言者たちについて語るなら、時間が足りないでしょう。33 彼

らは、信仰によって、国々を征服し、正義を行い、約束のものを手に入れ、獅子の口を塞

ぎ、34 火の勢いを消し、剣の刃を逃れ、弱い者が強くされ、戦いの勇者となり、敵軍を

敗走させました。35 女たちは、死んだ身内を生き返らせてもらいました。他の人たちは、

さらにまさった復活を得るために、釈放を拒み、拷問にかけられました。36 また、他の

人たちは、嘲られ、鞭打たれ、鎖につながれ、投獄されるという目に遭いました。37 彼

らは石で打たれ、のこぎりで引かれ、剣で殺され、羊の皮や山羊の皮を着て放浪し、欠乏

し、苦しめられ、虐げられ、38 荒れ野、山、洞穴、地の割れ目をさまよいました。世は、

彼らにふさわしくなかったのです。39 この人たちは皆、信仰によって神に認められなが

らも、約束のものを手に入れませんでした。40 神は、私たちのために、さらにまさった

ものをあらかじめ用意しておられたので、私たちを抜きにして、彼らが完全な者とされる

ことはなかったのです。 

12:1 こういうわけで、私たちもまた、このように多くの証人に雲のように囲まれてい

るのですから、すべての重荷や絡みつく罪を捨てて、自分に定められている競走を忍耐強

く走り抜こうではありませんか。2 信仰の導き手であり、完成者であるイエスを見つめな

がら、走りましょう。この方は、ご自分の前にある喜びのゆえに、恥をもいとわないで、

十字架を忍び、神の王座の右にお座りになったのです。 

 

福音書 ルカによる福音書１２章４９－５６節  

 

12:49 「私が来たのは、地上に火を投じるためである。その火がすでに燃えていたらと、

どんなに願っていることか。50 しかし、私には受けねばならない洗礼(バプテスマ)があ

る。それが終わるまで、私はどんなに苦しむことだろう。51 あなたがたは、私が地上に平

和をもたらすために来たと思うのか。そうではない。言っておくが、むしろ分裂だ。52 今

から後、一家五人は、三人が二人と、二人が三人と対立して分かれることになる。53 父は

子と、子は父と、母は娘と、娘は母と、しゅうとめは嫁と、嫁はしゅうとめと、対立して分



かれる。」 

54 イエスはまた群衆にも言われた。「あなたがたは、雲が西に出るのを見るとすぐに、

『にわか雨になる』と言う。実際そのとおりになる。55 また、南風が吹くと、『暑くなる』

と言う。事実そうなる。56 偽善者よ、このように地や空の模様を見定めることは知ってい

るのに、どうして、今の時を見定めることができないのか。」 


